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坂出港の概要 
坂出港は，香川県の中央部に位置し，阪神・関門の中間港として，また，瀬戸内海に

おける海上交通の要衝として，重要な役割を占めている。昭和 40 年４月に県営工事と

して着工した番の州の埋立地は，昭和 42 年に川崎重工業㈱が操業開始し，つづいて三

菱化成㈱，四国電力㈱，アジア共石㈱，吉田工業㈱等大型の近代企業群が相次いで立地

操業を開始し，香川県工業開発の中核となり，本港の貨物取扱量の飛躍的増大をもたら

した。 また，この番の州埋立地は冬期の北西の季節風を防御し，港内は極めて静穏と

なった。 

坂出港の生成と発展過程は，塩田の築造と深いかかわりをもっている。すなわち，170

数年前（文政７年 12 年）塩田の築造によって，石炭の荷揚げ，塩の積出等の港が必要

となり，天保２年（西暦 1831 年）帆船錨地として，塩田地先に船だまり（現在の沖湛

甫）を築造した。その面積約 26,000 ㎡で水深，防風の設備が良く，当時全国の良港 24

港の一つに数えられた。 

香川県の塩田は塩の干満を利用して海水を塩田に引き入れ，太陽熱・冬期の季節風・

砂の毛細管現象等を利用して海水を濃縮し，これを釜で煮つめて塩を作る入浜式塩田と

いわれるもので，気象条件に恵まれたことによって，製塩地として後進地域であったが，

明治時代に入り塩田の築造が盛んとなり，他の産地を圧倒して全国屈指の製塩地となっ

た。製塩業の隆盛により産塩輸送の増大と共に，後背地の麦を加工した精麦・製粉等の

移出も盛んとなり，遠く京浜・北海道方面との取り引きも頻繁となり物資の集散地とな

った。このように物資の集散が盛んとなるにつれ，港湾築造の要望が高まり，また，輸

送船舶も造船技術の革新により近代化・大型化され，汽船も利用されるようになり，昭

和２年から昭和７年まで町営事業として西岸壁，西防波堤，東西埋立地（約 31ha、東

埋立地＝現在の昭和町二丁目，西埋立地＝現在の築港町二丁目）を築造した。西岸壁の

背後には倉庫も建設され，商圏も朝鮮・台湾・北海道・樺太までに達し，近代的な商港

としての発展の契機となった。 



昭和 12 年から中央突堤の建設工事を県営事業として着手したが，第２次世界大戦の

ため工事中断し，昭和 32 年２月にようやく完成した。この間，昭和 21 年 12 月，南海

大震災があり，西岸壁が崩壊し坂出港の機能は停止の状況になったが，戦後の資材不足

を克服し，国から特別の財政援助も得て，矢板岸壁により約３ヶ年で復旧させた。中央

突堤は東側に水深 10ｍ岸壁を１バース，西側に水深８ｍ岸壁１バース，北側に水深６

ｍ岸壁１バースを有し，後背地には倉庫・サイロが建設され，現在も商港機能の中核施

設となっている。 

昭和 23 年１月には開港の指定を受け，同年７月には港則法による港域が設定された。

その後昭和 26 年９月には重要港湾に格付けられ，昭和 28 年７月には坂出市が港湾管理

者として認可され，税関・海上保安署・検疫所・植物防疫所・入国管理事務所等の行政

機関も設置された。 

坂出港築造の基盤となった塩業は，昭和 3４年の塩業整理で約 386ｈａのうち約 1/3

が廃止されるとともに従来の入浜式塩田から流下式塩田に改められ，昭和 46 年末には

塩業近代化の措置により塩田による製塩は全面的に廃止されイオン交換樹脂膜による

工場生産となった。このため官民一体となった塩田跡地の開発が遂次行われ，昭和 37

年から同 38 年には東運河地区の金山新塩田に水深 4.5ｍの岸壁９バースが整備され臨

海工業用地へと転換がはかられた。また，林田地区では昭和 44 年から林田塩田の再開

発を進め，水深 4.5ｍ岸壁２バース，水深 5.5ｍ岸壁３バースを整備。昭和 51 年にはそ

の地先海面の埋立てにも着手し，同 57 年には水深 7.5ｍ岸壁２バース，水深 12ｍ岸壁

１バースの大型岸壁を整備，供用開始し，坂出市東部再開発の中核となった。 

また，「世紀の大事業」といわれる本州四国連絡橋（瀬戸大橋）は昭和 53 年 10 月 10

日に着工され，昭和 63 年 4 月 10 日開通するとともに，四国横断･縦断自動車道の延伸

が図られるなど，坂出港を基軸とする高速交通ネットワークが形成されてきており，四

国側の海陸結節点として飛躍発展を遂げようとしている。 

このため，平成３年に阿河浜地区の水深 7.5 岸壁を平成４年には松ヶ浦地区の水深５

ｍ岸壁２バースを供用開始した。 



また，平成６年には，港湾背後の幹線道路の整備に大きく寄与する総社地区の小型船

だまりを沖出し整備するとともに，平成１２年５月には坂出港東部地区の各埠頭と背後

幹線道路を連結する臨港道路，林田・阿河浜線を供用開始した。 

また，平成１６年７月の，ＳＯＬＡＳ条約の改正に関連した国内法（略称：国際船舶・

港湾保安法）の施行に基づき，公共埠頭では中央埠頭１号岸壁・中央埠頭２号岸壁及び

林田Ａ号岸壁が，民間埠頭では，三菱化学（株），コスモ石油（株），全農エネルギー（株）

で保安対策を実施し，世界標準規格を満たす貿易港の機能を保持している。 

これらにより，海陸の結接点として四国の玄関港となり，さらに大きく飛躍するもの

と期待されている。 



坂出港の沿革 
 

 
 年    代  西  暦             記                            事 
天保 2 年 
大 正 元 年 
大正 5 年 
昭 和 ２ 年 

 
昭和 12 年 

 
昭和 20 年 
昭和 21 年 
昭和 22 年 
昭和 23 年 

 
昭和 24 年 
 
 
昭和 26 年 
 
昭和 27 年 
昭和 28 年 
昭和 29 年 
昭和 33 年 
昭和 35 年 
昭和 37 年 

 
昭和 39 年 
昭和 40 年 

   
 
 

昭和 43 年 
昭和 44 年 

 
 
 

昭和 45 年 
 
 

１８３１ 
１９１２ 
１９１６ 
１９２７ 
 
１９３７ 
 
１９４５ 
１９４６ 
１９４７ 
１９４８ 
 
１９４９ 
 
 
１９５１ 
 
１９５２ 
１９５３ 
１９５４ 
１９５８ 
１９６０ 
１９６２ 
 
１９６４ 
１９６５ 
 
 
 
１９６８ 
１９６９ 
 
 
 
１９７０ 
 
 

帆船錨地として沖湛甫築造。 
築港期成同盟会生れる｡ 
五ヶ年計画を以って内港運河の浚渫工事施工。 
西岸壁・東西埋立地等第１期改修工事に着手、昭和７年まで実施。 
（工事費１４２万６千円） 
中央突堤の築造を県営工事として、第２期改修工事に着手、 
第２次世界大戦のため中断し、昭和３８年２月完成。 
１０月２４日  坂出港振興協会発会式。 
１２月２１日  南海大震災により、西岸壁災害を受ける。 
  ３月  震災復旧工事・臨港鉄道敷設に着手。 
  １月 １日    税関法による開港となる。 
  ７月１６日  港則法による港の区域の指定。 
１１月  輸入食糧第１船（石狩川丸）入港。 
１２月  臨港鉄道中央岸壁線開通。 
  ６月２０日  港湾運送事業法により指定港となる。 
  ９月２２日  港湾法施行令により重要港湾となる。 
  ７月３１日  出入国管理令により外国人の出入港となる。 
  ７月３０日  港湾区域が決り、坂出市が港湾管理者となる。 
１２月１６日  植物防疫法により、穀類・木材の輸入港に指定。 
  ７月  １日  検疫法により検疫区域の指定。 
１１月  港湾審議会第１１回計画部会。 
  １月  江尻地区臨港道路新設工事着手。（３８年３月竣功） 
        金山新塩田埋立工事着手。（３８年１０月竣功） 
１１月  港湾審議会第２４回計画部会。（改訂） 
  ３月  ５日  臨港地区を指定。 
  ４月  県営番の州地区第１期公有水面埋立工事着手 
                     （４８年６月竣功 ４，５８９，２１９㎡） 
１２月１６日  港湾区域を拡張し、番の州地先海面が含まれる。 
  １月  県営番の州地区第２期公有水面埋立工事着手。 
                   （４７年１２月竣功 １，４３９，９８９㎡） 
  ３月２５日  林田地区改修事業に着手。 
１１月２０日  港湾区域を変更し、松ヶ浦港が含まれる。 
  ３月  西浜地区公有水面埋立工事着手。 
                           （４７年８月竣功 ５９，４５２㎡） 
  ５月３０日  臨港地区を指定変更し、番の州地区等を追加。 



 
 

 
 年    代  西  暦             記                            事 
昭和 46 年 
昭和 4７年 

 
昭和 51 年 

 
 

昭和 55 年 
 
 

昭和 57 年 
昭和 58 年 
昭和 59 年 
昭和 60 年 
昭和 61 年 

 
昭和 63 年 
平成 3 年 
平成 4 年 
平成 6 年 
平成 9 年 
平成 10 年 

 
平成 12 年 
平成 16 年 
平成 17 年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１９７１ 
１９７２ 

 
１９７６ 
 
 
１９８０ 

 
 

１９８２ 
１９８３ 
１９８４ 
１９８５ 
１９８６ 

 
１９８８ 
１９９１ 
１９９２ 
１９９４ 
１９９７ 
１９９８ 

 
２０００ 
２００４ 
２００５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４月 １日  港湾合同庁舎完成。 
１０月  県営番の州瀬居南公有水面埋立工事着手。 
                       （５０年１０月竣功 １６１，５５８㎡） 
１１月  林田、阿河浜地区公有水面埋立工事着手。 
              （林田地区 ５６年１１月竣功 ２０９，８７３㎡） 
              （阿河浜地区 ５８年３月竣功   ８０，１６２㎡） 

３月  港湾審議会第８９回計画部会。（改訂） 
  ９月 ８日  坂出清港会設立。 
  ４月  林田地区－７．５ｍ２バース・－１２ｍ岸壁を供用開始。 
  ３月  沿岸環境監視船「おおはし」建造。 
  ６月  港湾環境設備事業により、みなと林田緑地が完成。 

７月  西運河船客待合所が完成。 
１０月  臨港線が廃止される。 
１２月  港湾審議会第１１７回計画部会。（改訂） 
  ４月  本州四国連絡橋（瀬戸大橋）供用開始。 
  ４月  阿河浜地区－７．５ｍ岸壁供用開始。 
  ４月  松ケ浦地区－５ｍ岸壁２バース供用開始。 
  ４月  総社地区小型船だまり供用開始。 
１１月  港湾審議会第１６４回計画部会。（改訂） 
  １月 １日  坂出港開港５０周年。 
１２月  坂出市港務所改築完成。 

５月  臨港道路  林田・阿河浜線供用開始。 
 ８月 ２日 中央埠頭１号岸壁・林田Ａ号岸壁で港湾保安対策開始。 
 １月３１日 中央埠頭２号岸壁で港湾保安対策開始。 
 ２月 ７日 坂出港国際水域施設保安対策開始。 
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入港船舶年次比較表
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内外航別入港船舶数比較表
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入港船舶階級別年次比較表（隻数）
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入港船舶階級別年次比較表(総トン数)
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海上出入貨物年次比較表
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輸移出入別比較表

単位：トン

総　計 25,177,192

輸　入 11,311,031

輸　出 1,095,053

移　入 4,484,388

移　出 8,286,720

4.3%
17.8%

32.9%

44.9%
総　　計

輸入

輸出

移入

移出

25,177,192 ﾄﾝ
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                     輸出入主要品目
輸出

輸入

単位：トン
輸　出 輸　入

コ ー ク ス 899,129 原 油 4,694,690
石 油 製 品 90,625 石 炭 5,364,316
その他石炭製品 19,190 石 油 製 品 334,451
そ の 他 86,109 麦 208,478

その他石炭製品 67,642

重 油 356,477
そ の 他 284,977

計 1,095,053 計 11,311,031

コークス

その他石炭製品

石油製品

その他

輸出計

1,095,05 ﾄﾝ
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移出入主要品目
移出

移入

移入

単位：トン
移　　出 移　　入

石 油 製 品 3,179,169 輸 送 機 械 710,835
コ ー ク ス 2,873,396 石 油 製 品 456,379
重 油 1,382,981 セ メ ン ト 267,290
化 学 薬 品 332,888 重 油 337,776
鉄 鋼 122,284 砂利・砂・石材 318,249
製 造 食 品 77,993 鉄 鋼 342,374
そ の 他 318,009 米 ・ 雑 穀 ・ 豆 264,135

化 学 薬 品 258,395
原 油 964,680
そ の 他 564,275

計 8,286,720 計 4,484,388

化学薬品

石炭
その他

石油製品

コークス

重油

8,286,720

35.9%

34.7%

16.7%

4.0% 1.5%

0.9%

3.8%

米・雑穀・豆

化学薬品

鉄鋼

重油

砂利・砂・石材

セメント

石油製品

その他 輸送機械

原油  %

4,484,388

15.9%

10.2%

6.0%

7.5%

7.1%

7.6%

5.9

5.8%

21.

12.6%

移出　ﾄﾝ

移入計 ﾄﾝ
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輸出
外貿貨物（主要品目）仕向地別

- 9 -

20.6%

63.5%

10.4%

32.9% 21.8%

36.5%

57.3%

45.3%

79.4%

100.0%

5.2% 11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

化学薬品

重油

石油製品

その他
石炭製品

コークス

899,129

19,190

90,625

21,313

11,696

アメリカ ブラジル
その他

インドネシア
中国 オランダ

中国

中国

中国 韓国

ロシア
韓国

韓国



輸入
外貿貨物（主要品目）仕出地別

- 10 -

100.0%

81.5%

17.1%

66.5%

20.9%

8.4%

29.5%

6.6%

10.1%

16.7%

10.5%

17.0% 7.3%

47.9%

30.8%

7.0%

7.3%

7.0%

16.7%

23.4%

9.4%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重油

石炭製品

麦

石油製品

石炭

原油

4,694,690

5,364,316

334,451

208,478

67,642

356,477

イラン クウェート
オマーン カタール

サウジ
アラビ

オーストラリ
ア

カナダ 中国
そ
の
他

アラブ首長国 サウジアラビア アメリカ

オーストラリア カナダ

アメリカ

中国

アラブ首長国

アメリカ

マレーシア そ
の
他

イラン カタール インドネシア



移出
内貿貨物（主要品目）仕向地別

- 11 -

60.6%

32.3%

37.0%

22.7%

7.4%

19.6%

9.5%

17.2%

8.8%

7.7%

5.3%

18.2%

26.1%

26.8%

56.3%

17.8%

25.5%

13.7%

28.6%

31.0%

11.9%

19.8%

13.3%

12.3%

14.2%

10.0%

13.8%

6.7%

1.7%

15.7%

8.7%

25.3%

7.1%

8.3% 8.5%

23.9%

15.7%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

金属くず

製造食品

鉄鋼

化学薬品

重油　

コークス

石油製品

3,179,169

2,873,396

1,382,981

332,888

122,284

100,341

77,993

福岡 愛媛 宮崎 岡山 兵庫 長崎石川 大阪

その他広島 兵庫 福岡

岡山

岡山 大阪 広島 愛媛 宮崎 山口 福岡 その他

福岡 岡山 福島 三重 その他

広島 愛媛 岡山

東京 宮城 北海道

その他

香川

岡山
兵庫

その他



移入
内貿貨物（主要品目）仕出地別

- 12 -

18.8%

95.1%

38.2%

28.1%

45.3%

13.6%

12.3%

14.8%

15.2%

20.9%

8.8%

12.0%

10.1%

16.4%

38.4%

28.1%

8.7%

17.9%

2.1%60.9% 25.0%

24.8%

19.3%

22.4%

30.7%

19.6%

0.4%

9.5%

4.5%

14.5%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

化学薬品

原油

砂利・砂・石材

石油製品

セメント

重油

輸送機械

337,776

267,290

456,379

318,249

964,680

258,395

710,835

愛知 三重 兵庫
そ
の
他

岡山 大阪
三重 千葉 広島

そ
の
他

大分 山口 福岡
その他

大阪 愛媛 千葉 三重 その他

海上 兵庫 山口 その他

鹿児島

大阪

そ
の
他

岡山 兵庫 愛媛 茨城 その他

山



１号泊地（本港）
地域別入港船舶及び貨物量

入港船舶
入港隻数 総トン数

外航 256隻 2,516,458トン
内航 9,233隻 4,637,832トン
計 9,489隻 7,154,290トン

貨物量
輸入 761,881トン
輸出 28,667トン
移入 2,733,587トン
移出 517,257トン
計 4,041,392トン

2,516,458トン

9,233隻

4,637,832トン

256隻

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

入港隻数

総トン数

外航
内航

輸出

輸入

移入

移出

１号泊地　トン

4,041,392ト

18.9% 0.7%

67.6%

12.8%

- 13 -



２号泊地（番の州）
地域別入港船舶及び貨物量入港船舶

入港隻数 総トン数
外航 242隻 9,721,995トン
内航 6,528隻 4,836,150トン
計 6,770隻 14,558,145トン

貨物量
輸入 10,549,150トン
輸出 1,066,386トン
移入 1,750,801トン
移出 7,769,463トン
計 21,135,800トン

9,721,995トン

6,528隻

4,836,150トン

242隻

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

入港隻数

総トン数

外航

内航

輸出

移出 輸入

移入

２号泊地

21,135,800ト

49.9%

5.0%
8.3%

36.8%

- 14 -



地域別外貿（主要品目）貨物量

１号泊地（本港）
輸出

輸入

単位：トン
輸　　　出 輸　　　入

金属くず 7,490 石油製品 276,309

米・雑穀 16,083 麦 208,478

その他 5,094 原木 97,048
染料・塗料・合成樹脂
その他化学工業品 57,300

その他非金属鉱物 19,526

その他 103,220

計 28,667 計 761,881

金属くず

26.1%

28,667

　

染料･塗料･合成樹脂
その他化学工業品

石油製品

麦

原木

輸入

761,881
36.3%

27.4%

12.7%

7.5%

2.6% 1.4%

その他非
金属鉱物

輸出 トン

輸入 トン

- 15 -



地域別外貿（主要品目）貨物量

２号泊地（番の州）
輸出

輸入

単位：トン

輸出 輸入
コークス 899,129 原油 4,694,690
石油製品 90,625 石炭 5,364,316
重油 45,656 その他石炭製品 67,642
その他石炭製品 19,190 石油製品 58,142
その他 11,786 その他 364,360

計 1,066,386 計 10,549,150

重油

その他石油
製品

石油製品 %

コークス

1,066,386

1.0%

8.5%

1.8%
4.3%

84.3

石炭

その他石炭
製品

石油製品

原油

10,549,150 44.5%

50.9%

0.6%

0.6%

輸出 ﾄﾝ

輸入  トン

化学薬品

- 16 -



地域別内貿（主要品目）貨物量
１号泊地（本港）
移出

移入

単位：トン
移        出 移        入

砂 55,096 輸送機械 710,835
その他食料工業品 79,752 セメント 267,290
鉄鋼 122,284 砂利・砂・石材 175,627
輸送機械 51,815 鉄鋼 254,618
原木 59,078 米 264,035
化学薬品 66,025 重油 106,327
原塩 46,808 化学薬品 124,628
その他 36,399 原塩 91,100

動植物性製造飼肥料 80,334

その他 658,793
計 517,257 計 2,733,587

鉄鋼

砂

化学薬品

輸送機械

原塩

原木

その他
食料工業品

517,257

10.7%

15.4%

23.6%

10.0%11.4

12.8%

9.0%

化学薬品

鉄鋼

原塩3.3%

石油製品

砂利・砂
石材

米

輸送機械

セメント

重油

動植物性製造飼肥料
2,733,587

26.0%

9.8%

6.4%
9.3%9.7%

3.9%
4.6%

1.8%

移出 ﾄﾝ

移入  ﾄﾝ

原油

1 7%
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地域別内貿（主要品目）貨物量

２号泊地（番の州）
移出

移入

単位：トン
移　　　出 移　　　入

石油製品 3,084,533 原油 917,717
コークス 2,872,396 石油製品 370,711
重油 1,382,691 重油 230,142
化学薬品 265,863 化学薬品 126,327
その他石油製品 64,538 コークス 42,962
その他 99,442 その他 62,942

計 7,769,463 計 1,750,801

化学薬品

原油

石油製品

コークス

重油

52.4%

21.2%

13.1

7.2%

2.5%

移入  ﾄﾝ

コークス

重油

その他石油製品

化学薬品

石油製品

39.7%

37.0%

17.8%

3.4%

0.8%

移出  ﾄﾝ

7,769,463

1,750,801
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入港船舶年次比較表
総　　計 外　航　船 内　航　船

年次 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
隻 ﾄﾝ 隻 ﾄﾝ 隻 ﾄﾝ

12年 17,126 21,554,035 464 12,528,935 16,662 9,025,100

13年 16,519 21,078,996 461 11,427,768 16,058 9,651,228

14年 16,095 20,068,460 428 10,831,047 15,667 9,237,413

15年 16,528 20,617,150 457 11,425,085 16,071 9,192,065

16年 16,259 21,712,435 498 12,238,453 15,761 9,473,982

海上出入貨物年次比較表 単位：トン

出 入
年次 輸出 移出 出計 輸入 移入 入計 総計

12年 1,318,936 8,685,625 10,004,561 12,260,603 3,564,925 15,825,528 25,830,089

13年 1,223,494 8,201,417 9,424,911 10,446,875 5,180,013 15,626,888 25,051,799

14年 1,206,392 7,884,428 9,090,820 10,382,674 4,460,049 14,842,723 23,933,543

15年 1,112,568 8,591,347 9,703,915 11,181,715 3,962,773 15,144,488 24,848,403

16年 1,095,053 8,286,720 9,381,773 11,311,031 4,484,388 15,795,419 25,177,192

外　国　貿　易 内　国　貿　易
年次 輸出 輸入 計 移出 移入 計 総計

12年 1,318,936 12,260,603 13,579,539 8,685,625 3,564,925 12,250,550 25,830,089

13年 1,223,494 10,446,875 11,670,369 8,201,417 5,180,013 13,381,430 25,051,799

14年 1,206,392 10,382,674 11,589,066 7,884,428 4,460,049 12,344,477 23,933,543

15年 1,112,568 11,181,715 12,294,283 8,591,347 3,962,773 12,554,120 24,848,403

16年 1,095,053 11,311,031 12,406,084 8,286,720 4,484,388 12,771,108 25,177,192

－19－
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